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【課題の概要】 
実世界を対象とする情報処理システムの壁として、計算機

の視覚機能と人間への情報提示の時間密度が低いという問題
がある。本研究は、1,000fps の高速認識処理と提示制御とい
う手法に基づいて、システムの機能限界と人間とのインタラ
クションの壁を打破することを目的としている。高速形状・
運動計測、高速映像・力覚提示とその基盤を強化し、それらを
含む全体システムを構成するための学術的体系化を図るとと
もに、新規の応用分野を創成する。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、世界的にも極めて新規性の高い機能を開拓して

きた研究代表者らによるこれまでの研究実績に基づいて、そ
れらの独自技術の基盤を体系化する計画を有しており、当該
工学分野の学術を確立する点において意義がある。本技術に
より、人間と機械のインタラクションの時空間的ボトルネッ
クが解消され、広く応用に展開され得る成果が期待できる。 

 


